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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，インプラント埋入予定部位の骨の状態（骨密度および皮質骨厚
さ），インプラント形状がマイクロモーションに及ぼす影響を明らかにすることである．異なる骨タイプを想定
した模擬骨を用いて，インプラントに荷重を負荷しその変位量を測定した．
インプラントの初期固定性は骨の状態におもに依存した一方，インプラント形状が初期固定性に及ぼす影響は限
定的であった．テーパードインプラントが初期固定性向上の点で有利なのは，低骨密度海綿骨で皮質骨が存在す
る場合のみであった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the effects of implant design 
and bone density at the implant-placement site on primary stability for immediately loaded implants.
 Four different polyurethane bone models consisted of low-density or low- to medium-density 
cancellous bone with or without a cortical bone layer. A total of 120 cylindrical and tapered 
implants were placed into bone blocks (n = 15 in each group) and the ITV was measured. A lateral 
load of 15 N was applied to the top of the abutment and implant displacement was recorded. Implant 
stability depended mainly on the bone type whereas implant design had a limited influence on primary
 stability. The use of tapered implants may be advantageous for improving primary stability in 
patients with low-density cancellous bone only when crestal cortical bone exists. The same ITV of 
cylindrical and tapered implants did not necessarily represent similar primary stability in the bone
 type.

研究分野： 歯科インプラント
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研究成果の学術的意義や社会的意義
インプラント埋入予定部位の骨の状態（骨密度および皮質骨厚さ），インプラント形状がマイクロモーションに
及ぼす影響を明らかにすることで，即時荷重インプラントの埋入術前に行うリスク評価の定量性を向上させるこ
とに貢献できると思われる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
インプラント埋入直後に荷重負荷を開始する場合（即時荷重），オッセオインテグレーション

獲得のためにはインプラント―骨界面に生じるマイクロモーション（微小動揺）が許容範囲内

にある必要がある．しかし，埋入部位の骨の状態，治療様式とマイクロモーションとの関係は

いまだに解明されていないため，荷重下で生じるその大きさを予測することはできない． 

インプラント―骨界面における荷重伝達に影響する因子として，埋入部位の骨密度，インプ

ラント―骨界面の状態，インプラントの材質や表面性状，咬合状態などが重要であるとされて

いるが，これらがマイクロモーションに及ぼす影響については解明されていない． 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，インプラント埋入予定部位の骨の状態（骨密度および皮質骨厚さ），インプ

ラント形状がマイクロモーションに及ぼす影響を明らかにすることである． 

 

３．研究の方法 

インプラント形状（ストレートタイプ(ST)とテーパードタイプ(TP)）および埋入部位の骨密

度がインプラントの初期固定性に及ぼす影響を明らかにするための実験を行った．異なる骨タ

イプを想定した模擬骨を用いて，インプラントに荷重を負荷しその変位量を測定した．海綿骨

には低骨密度および低～中等度骨密度を再現するために，solid rigid polyurethane (Sawbones, 

Pacific Research Laboratories, Vashon Island, WA, USA)の 0.16 g/cm3 および 0.32 g/cm3を使

用した．皮質骨には厚さ 1 mm で 0.80 g/cm3の模擬骨を使用した．インプラント形状の影響を

調べるために，ストレートタイプとテーパードタイプ(4.3 × 10 mm: cylindrical implants 

(NobelReplace Straight Groovy, Nobel Biocare AB, Göteborg, Sweden) , tapered implants)を用いて比

較した（下図）． 

 

 
 

４．研究成果 

1. インプラント形状が初期固定性に及ぼす影響 

１）埋入トルクは LM-1.0 を除き ST と TP で有意差を認めなかった． 

２）インプラント変位量は，皮質骨 1mm では有意に TP が小さかったが，皮質骨なしでは有

意差を認めなかった (Table 1)． 

2．骨の状態が初期固定性に及ぼす影響 

ST，TP ともに骨密度および皮質骨厚さは変位に有意に影響した． 

ストレートインプラントの一部を除き，骨密度および皮質骨厚さは埋入トルクに有意に影響し

た．(Table 2, 3) 



3．埋入トルク値と変位との関係 

ST，TP ともにインプラントの変位は埋入トルクの影響を受けたが，同じ骨タイプ内では相

関関係はみられなかった（下図）． 

 

A: ストレートインプラント，B:テーパードインプラント 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

【結論】 

 インプラントの初期固定性は骨の状態におもに依存した一方，インプラント形状が初期

固定性に及ぼす影響は限定的であった． 

テーパードインプラントが初期固定性向上の点で有利なのは，低骨密度海綿骨で皮質骨

が存在する場合のみであった． 

同じ埋入トルク値であってもインプラント形状によって初期固定性は異なることが示唆

された． 
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